
下川 梓

産まれたばかりの息子、あいるへ

愛琉、あなたの名前はお父さんがつけてくれました。

人や物、全ての事柄に対して愛を持ち、

王（頂点・ナンバーワン）を目指して愛のために生きる、

そんな人になってほしいという願いがこめられています。

愛琉、毎日名前を呼ぶ度に、なんてステキな名前だろうと

お父さんを尊敬する気持ちになるとともに、

あなたを愛しているという幸せがこみ上げてきます。

きっと、名前の通りに多くの人を愛し、愛される人になると

確信しています。

産まれて２ヶ月。最初はなかなか体重が増えず吐いてばかり

いましたね。

何度も採血されているその姿や手足の絆創膏を見る度に、

涙が止まりませんでした。

今ではよく飲みよく寝て、体重も順調に増えています。

時折笑顔も見せてくれます。お父さんにそっくりな、

タレ眉の優しい笑顔です。

愛琉、産まれてくれて、本当にありがとう。

これからもずっとずっとよろしくね。

追伸

愛琉、あなたが将来連れてくるお嫁さんが、

どこか私に似ているといいなと密かに願っています。

あなたをいつまでも愛している母より
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